















藪会員 の待望 の書 である。 イギ リスおよび
ドイツを中心 と した近代 デザイ ンの誕生か ら
発展期 につ いて,長 年 の研究成果 が結集 した
ものである。 デザイ ン史観 の基調 は,あ とが
きで も述べ られてい るよ うに,ニ コラス ・ペ
ヴスナーの 『モダン ・デザイ ンの先駆者た ち』
に沿 った ものだが,ペ ヴスナーが描 いた素描
を補完 した ものにな っている。全体 は,教 科
書 的な意味合 い もあ ってか,項 目ごとに簡潔
にま とめ られてお り,読 みやす い。そ の概要
を紹介 しつ つ,思 うところを述べてみ たい。
概 要
まず項 目的には,第1編 「19世紀 における
デザイ ン」,第2編 「20世紀 におけるデザ イ
ン」 と大 き く2部 に分 け られ ている。前半で
は,「ヴ ィク トリア朝初期 にお けるデザイ ン
振興」 「第1回 ロ ン ドン万 国博 覧会 とデザ イ
ン」「ラファエル前派運 動をめ ぐって」 「アー
ツ ・ア ン ド・クラフツ運 動をめ ぐって」 「ド
イツにおけ る産業美術 の近代化」 とい うよう
に,主 にイギ リスにおける展開,後 半で は,
「機械時代 とデザイ ン」「近代産業 とデザイ ン」
「ドイ ツ表 現主義 とデザイ ン」 「メデ ィア芸術
とデザイ ン」 「バ ウハ ウス とモ ダ ン ・デザイ
ン」 という表題 の下 で,ド イツ工作連盟か ら
バ ウハ ウスへ の展開が主題 にな ってい る。
もう少 し細 か く見 てお くと,「ヴィ ク トリ
ア朝初期 におけるデザイ ン振興」では,イ ギ
リスにお けるデザ イ ン学校の成立 とウィ リア
ム ・ダ イスの活躍,ヘ ン リー ・コールのデザ
イ ン活動や デザ イ ン行政上の活躍,彼 の編集
による 『ジャーナル ・オブ ・デザイン』誌の
発刊とその内容が紹介され,特 にダイス等の
装飾論あるいはデザイン論が取 り上げられて






















う捉え方であろうが,こ の項 目の下で,ウ ィ




てまとめられ,そ の後に続 く様々な 「美術職
人ギル ド」の成立,活 動,さ らに 「アーツ ・
アンド・クラフツ展覧会協会」とモリスの関
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係が論述 されてい く。 人々の生 活に関係す る
領域に芸術家が直接関与 する状況 が生 まれ て
い くが,し か し,手 工 芸的,一 品制作 的には,
生活の中での造形が実現 された とはいえ,産
業を介 しての生活造形 の場 は,イ ギ リスか ら
ドイ ツへ移 され る。
「ドイ ツにお ける産業美術 の近代化」 では,
イギ リス に学んだ ゴ ットフリー ト・ゼ ンパ ー,
その影響を受 けたヤー コブ ・フォン ・フ ァル
ケ の思想 と活動,「 オース トリア美 術 ・産業
博物館」,「ベル リン産業美術博物館」 の設立
な どが,オ ー ス トリア,ド イツにおける初期
産業美術振興運動 と して捉え られている。続
いて美術家 による生活造形 への参加 の動 き と
して,ユ ー ゲ ン トシュテ ィールおよびダルム
シュタ ッ ト芸術家村の活動 が辿 られている。
「20世紀 にお けるデザイ ン」 と題 された第
2編で は,機 械生産を容認 したデザイ ンへ の
展開が綴 られて い く。まず 「機 械時代 とデザ
イ ン」で は,20世紀初頭 にあ って,機 械生産
に抵抗 した ヨーゼ フ ・ホ フマ ンとウィー ン工
房 の活動,さ らにモ リス に影響 を受 けなが ら
も機械生産や近代産業を受け入れていったヴァ
ン・デ ・ヴェルデ とモ リスの関係がマイヤー ・
グ レー フェやサ ミュエル ・ビングの証言 に基
づ いて語 られ,ヘ ルマ ン ・ムテ ジウスの思想
と活動へ と展開 されて いる。
「近代産業 とデザ イン」では,最 初の工 業
デザイ ナー とも言 うべ きペー ター ・ベー レン
スのアル ゲマイネ電気会社でのデザイ ン活動
と ドイツ工作連盟 の成立 と展開が取 り上 げ ら
れて いる。
「ドイツ表現主義 とデザイ ン」では,初 期
バ ウハ ウスの表現主義的傾向 と成立背景 と し
ての風土 を語 る もの として ブルー ノ ・タウ ト
の 『ガ ラスの家』 が取 り上げ られ,「芸術 労
働評議会」 とその主催展覧会 『無名建築家展』

















ニ コラス ・ペ ヴスナーの書 に始 ま り,1980
年代 におけるイギ リスを中心 としたペヴスナー
的近代デザイ ン史の見直 しとともに,ヘ スケ ッ
ト,ス パ ーク,フ ォーテ ィな どの歴史書が生
まれ たが,進 歩史観 に対す る懐疑や 中心 とな
る事象 の拡散 もあって,20世紀後半を含 めた
デザ イ ン史 は困難 に直面 している。 日本で は,
勝見勝 の 『現代デザイ ン入 門』以降,デ ザイ
ン史 の書 と言え るもの はなか ったが,1990年
代以降,1995年の美術出版社 の 『世界デザイ
ン史 』,2002年の海野 弘の 『モ ダ ン ・デザイ
ン全史』 などい くつか出始 めている。特 に海
野 の書 は意欲的 なもの として注 目され る。 こ
こで も20世紀後半部分 については,明 確 な方
向性 が見 出 しに くい。 しか し,学 会誌の論文
な どで も,史 実 に基づ いて,歴 史事象を詳細
に究 明 しよ うとす る姿勢が見出 されるよ うに
な ってきた し,藪 会員 の本書で も,ま た海野
の書 にあって も,か つてペ ヴスナーが素描 し
たにすぎなかった ものが,豊 かな史実 によっ
































期か ら教育 に関与 したウィリアム ・ダイスの
考え方と活躍が紹介されているが,模写の模












































結果 と言 うべ き,出 版物の表 紙や挿絵の図版
である。 グラフィ ック ・デザイ ンにつ いて は,
後半 に1章 が設 け られてい るが,む しろこれ
らの図版が そのままグラフィック ・デザイ ン
の資料 になって いる。又,個 別的な興味で言
えば,最 初 に挿 入 されて い る ピュー ジ ン著
『コ ン トラス ト』 の 口絵 は,皮 肉の きいた,
それだけ見 ていて も(読 んでみて も)面 白 く,
また仕事部屋 を描 いたバー ン=ジ ョー ンズの
スケ ッチ も漫画風で楽 しい。
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